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f新聞記事に人工知能という言葉がでてきたらj
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最近、 毎日のように［人工知能jという単語を
含んだ新聞記事を自にします。 例えば、 2016年
の3月には、 囲碁の人工知能「アルファ碁jが韓
国の李セドル九段に勝利したニュ ースがありまし
た。 人工知能は、 AI (Artificial Intelligence）と
呼ばれ、1956年に開催されたダー トマス会議で
命名されました。 人工知能の定義は、 昔から議論
されており、 はっきりと定義することが難しいと
ころがあります。 人工知能学会誌では、 人工知能
に関連する有名な先生に定義を答えてもらうシ
リ ー ズがありました。 例えば、「人工的につくら
れた、 知能をもっ実態。 あるいはそれをつくろう
とすることによって知能実態を研究する分野であ
る （中島秀之先生）J r人聞の頭脳活動を極眼まで
シミュレ ー トするシステムである（長尾真先生）J
「人工的につくられた人間のような知能 （松尾豊
先生）Jなどの定義が行われています。 本稿では、
ビジネスに役立つことを期待して、 人工知能に関
することを説明します。

現在は、 第3次の人工知能ブームと呼ばれてい
ます。 第l次ブームは1960年代の「推論 ・ 探索j、
第2次ブームは1980年代の「知識 J、 第3次ブー

ムは現在の「機械学習 J「ディ ー プラ ーニング（特
徴表現学習）Jがキ ー ワ ー ドになると思います。
現在の人工知能は、 今までの機械学習の問題点を
「ディ ー プラ ーニングJで解決することが期待さ
れています。

ここで、 簡単に「機械学習j と「ディ ー プラ ー

ニングj の違いについて説明します。 機械学習は、
簡単にいうと、 分類問題を解くために利用します7。
機械学習で分類問題を解くためには、 訓練データ
と呼ばれる［特徴表現のベクトル Jと［分類名j
の対（つい）から、 分類するためのルールを抽出し、
その抽出したルールを使って新たなデータを分類
します。 例えば、 Facebookの顔認識を例に分類
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問題を考えます。 Facebookの写真にタグ （誰の
顔なのか名前）を自動で 付けるのも「（写真に写っ
ている顔の）分類問題jです。 Facebookで、 顔写
真に名前をタグ付けする行為は、 機械に訓練デー

タを与えていることになります。 その写真の顔の
デー タ （特徴表現のベクトル） とその顔の名前

（分類名） の関係を機械が学習し、 規則を抽出し
ます。 何回も写真にタグ付け（名前をつける行為）
をすると、 機械学習により、 自動で名前を付ける
ことができるようになります。 つまり、 機械は入
力データと出力データの関係性（パター ン） を学
習したことになります。

ここで、 もう一度「機械学習j と「ディ ー プラ ー

ニングj の話に戻ります。 今までは「顔の大きさ J
「髪の色」「自のかたちjなどの着目するべき観点、
つまり、「特徴表現j を人間が与えていました。 こ
れが従来の「機械学習j ですが、「テ

ゃ

イ ー プラ ー

ニングj はこのような効果のある「 （大きさ ・

色・かたち、 などの） 特徴表現 」を自動で学習で
きます。 今までは「特徴表現 Jを決めるのが研究
者や専門家の職人芸だったのですが、 その部分さ
えも、 機械が自動で学習することができる可能性
がでできています。

人工知能は、 新聞記事のなかで、 いくつかのレ
ベル（単純なものから複雑なものまで）をごちゃま
ぜに記述されています。 例えば、「古典的な人工
知能 Jr機械学習を用いた人工知能 J「ディ ー プラ ー

ニングを用いた人工知能jがあります。 もし、 新
聞を読んでいるときに、 人工知能という言葉がで
てきたら、 最新の人工知能技術を利用しているか
を判断するために「ディ ー プラ ーニング」という
言葉が含まれているか確認してみてください。 も
う少し詳しく人工知能を知りたい人は「人工知能
は人聞を超えるか （松尾豊著）Jを読むと良いと
思います。


